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鳥取県立博物館の家老日記
テキストデータベース公開の取り組み

大嶋　　陽一

鳥取県立博物館は、鳥取市にある「国史跡鳥取城跡」内に所在する総合博物館である。当

館最大の史料コレクションは、現在の鳥取県域に相当する因幡・伯耆２か国 32 万石の鳥取

藩主池田家から県に寄贈された「鳥取藩政資料」約１万5,000点である。その特色は各部局（国

元・江戸の家老や御用部屋（御用人）、農政担当の在方御用場、鳥取町奉行、江戸留守居ほ

か多数）で作成された約 4,100 点の日記が残存している点にある。とくに家老のもとで日々

記録された「家老日記（控帳）」は、明暦元年（1655）から明治３年（1870）まで約 250 点、

年次をおってほぼ残存し、藩政や領内の出来事を知る上で最も重要な史料である。

この「家老日記」は、平成 16 年から 10 年間の歳月をかけ、当館の古文書解読ボランティ

アの尽力により全文が解読された。現在でも全県で 40 名程度が活動するボランティアは、

自宅での古文書解読・テキストのデータ化→添削→完成データの博物館への提出という流れ

で行われている。毎月一回、県内３か所で開催される月例会では、学芸員も参加してボラン

ティア同士で古文書の読み合わせが行われるなど、参加者間の交流も行われている。

ボランティアを事業として継続するにあたって、博物館とボランティアを結ぶボランティ

アリーダーの役割を担っていただいている坂本敬司氏の存在が極めて大きい。坂本氏は、ボ

ランティア立ち上げ時の当館の学芸員で、古文書解読に関して全くの素人である参加者の解

読指導や添削などに多大なご協力をいただいている。

ボランティアによって解読された 3,000 万字に及ぶ家老日記のテキストデータをもとに、

当館では平成 26 年以降「家老日記テキストデータベース」を整備し、ホームページ上で順

次公開した。このデータベースは、キーワードによる全文検索が可能という画期的なもので

あった。「家老日記」には、桜田門外の変やペリー来航といった歴史的に有名な事件から、村々

の些細な出来事や人名などミクロな内容も含んでおり、研究者のみならず、先祖調査や地域

の歴史研究など一般の方にも多く利用されている。

家老日記テキストデータベースは、令和３年から鳥取県が運営するデジタルアーカイブ

「とっとりデジタルコレクション」へと移行し、日記データベースとして公開を継続している。

現在では「寺社方日記」も追加し、今後も解読済みの「学館奉行日記」など順次公開してい

く予定である。デジタルコレクションでは、家老日記の原本 PDF データのほか、藩政資料

の原本 PDF を１万件以上公開し、利用に供している。

「家老日記」は、極めて良質な史料であるにも関わらず一部の研究者の利用しかなく、館
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職員として忸怩たる思いがあった。しかし、ボランティアによる全文の解読、そしてデータ

ベースの公開により、いつでも、だれでも、どこでも容易に利用できる環境をつくることが

でき、史料の利活用の裾野や幅を大きく広げた画期的な事業だと自負している。すべて無料

で利用できるので、ぜひ一度ご利用いただきたい。なお、本事業の詳細については来見田博

基「古文書を活用したボランティア活動の成果と意義」（『博物館研究』650、2022 年）が

あるので、ご興味のある方はそちらをごらんいただきたい。

（鳥取県立博物館主任学芸員）

【図】とっとりデジタルコレクション「家老日記テキストデータベース」の利用方法




